
あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２１

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【問題】 ３つの円が重なった図があります。
もんだい えん かさ ず

それぞれの円の上にある数の合計が どの
えん うえ かず ごうけい

円も 同じになるようにします。
えん おな

１～５の数をひとつずつ入れましょう。
．．． ． ．かず い

同じ数を２回入れてはいけません。
おな かず かい い

＜例＞
れい

下の円の数の合計は、
１＋２＋３＋４＝１０ になります。



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２２

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【問題】 ３つの円が重なった図があります。
もんだい えん かさ ず

それぞれの円の上にある数の合計が どの
えん うえ かず ごうけい

円も 同じになるようにします。
えん おな

１，３，４，５，６の数をひとつずつ入れましょう。
．．． ． ．かず い

同じ数を２回入れてはいけません。
おな かず かい い

＜例＞
れい

下の円の数の合計は、
１＋２＋３＋４＝１０ になります。



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２３

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【問題】 下の図は、６本のまっすぐな線で できてい
もんだい した ず ぽん せん

ます。１本の線の上には ４つの数が入ります。
ぽん せん うえ かず はい

どの線の上の数の合計も すべて同じになるよう
せん うえ かず ごうけい おな

にしましょう。

入れる数は、１，２，３，４，５ がひとつずつです。
．．． ． ．い かず

＜例＞
れい

この線の上の数の合計は、
１＋２＋３＋４＝１０ になります。



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２４

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【問題】 下の図は、６本のまっすぐな線で できてい
もんだい した ず ぽん せん

ます。１本の線の上には ４つの数が入ります。
ぽん せん うえ かず はい

どの線の上の数の合計も すべて同じになるよう
せん うえ かず ごうけい おな

にしましょう。

入れる数は、１，２，３，４，５，６ がひとつずつです。
．．． ． ．い かず

＜例＞
れい

この線の上の数の合計は、
１＋２＋３＋４＝１０ になります。



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２５

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【問題１】 あみだくじの計算です。
もんだい けいさん

右の例のように、あみだくじの進み方で
みぎ れい すす かた

計算して 答えをかきましょう。
けいさん こた

【問題２】 あみだくじ計算が正しくなるように、□の中に １・２・３・４・５ を
もんだい けいさん ただ なか

ひとつずつ 入れましょう。 同じ数を２回入れてはいけません。
．．． ． ． い おな かず かい い

（例）

５＋１＝６

６÷３＝２

２×２＝４

※ 計算のとちゅうや
答えに 小数や分数
が出てくることはあり
ません。



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２６

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【問題１】 あみだくじの計算です。
もんだい けいさん

右の例のように、あみだくじの進み方で
みぎ れい すす かた

計算して 答えをかきましょう。
けいさん こた

【問題２】 あみだくじ計算が正しくなるように、□の中に １・２・３・４・５ を
もんだい けいさん ただ なか

ひとつずつ 入れましょう。 同じ数を２回入れてはいけません。
．．． ． ． い おな かず かい い

（例）

５＋１＝６

６÷３＝２

２×２＝４

※ 計算のとちゅうや
答えに 小数や分数
が出てくることはあり
ません。



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２７

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【問題１】 あみだくじの計算です。
もんだい けいさん

右の例のように、あみだくじの進み方で
みぎ れい すす かた

計算して 答えをかきましょう。
けいさん こた

【問題２】 あみだくじ計算が正しくなるように、□の中に １・２・３・４・５・６ を
もんだい けいさん ただ なか

ひとつずつ 入れましょう。 同じ数を２回入れてはいけません。
．．． ． ． い おな かず かい い

（例）

５＋１＝６

６÷３＝２

２×２＝４

※ 計算のとちゅうや
答えに 小数や分数
が出てくることはあり
ません。



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２8

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

姉と 妹 が かいだんで せいくらべをしています。
あね いもうと

【問題１】 かいだん1だんの高さは、何ｃｍでしょう。
もんだい たか なん

【問題２】 姉と 妹 の身長のちがいは、何ｃｍでしょう。
もんだい あね いもうと しんちょう なん

分 身の 術 ？ 問題1のヒント 問題2のヒント
ぶんしん じゅつ



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２９

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

Ａ太郎・Ｂ太郎・Ｃ太郎の３人兄弟が かいだんで せいくらべをしていま
た ろう た ろう た ろう きょうだい

す。

【問題１】 かいだん1だんの高さは、何ｃｍでしょう。
もんだい たか なん

【ヒント】分身の術？

【問題２】 身長のちがいは、何ｃｍでしょう。
もんだい しんちょう なん



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２30

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

【例題】 【答え】
れいだい こた

数字は三角や四角の
すう じ さんかく し かく

角の数をたした数です。 三角・・・1+2+4＝7
かど かず かず さんかく

丸の中に、1～5 を
まる なか

ひとつずつ入れましょう。 四角・・・2+4+3+5＝14
い

【問題】 数字は三角や四角の角の数をたした数です。 丸の中に、1～9 を
もんだい すう じ さんかく し かく かど かず かず まる なか

ひとつずつ入れましょう。
い

【ヒント】 たして ６ になる数は？ □＋□＋□＝６ たして ７ になる数は？ □＋□＋□＝７

たして２４になる数は？ □＋□＋□＝２４



答え
あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ２２１～２３０

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

２２１

※ または、それぞれ

この左右反転形

・どの数字も２つの円の上にあるので、（１＋２＋３＋４＋５＋６）×２ が、ひとつの円の合計の３倍になる。

・ひとつの円の合計は、（１＋２＋３＋４＋５＋６）×２÷３＝１４

・合計１４になる組み合わせは、「１・２・５・６」「１・３・４・６」「２・３・４・５」

・ １ の場所が決まる。

２２２

※ または、それぞれ

この左右反転形

・どの数字も２つの円の上にあるので、（１＋２＋３＋４＋５＋６）×２ が、ひとつの円の合計の３倍になる。

・ひとつの円の合計は、（１＋２＋３＋４＋５＋６）×２÷３＝１４

・合計１４になる組み合わせは、「１・２・５・６」「１・３・４・６」「２・３・４・５」

・ ５ の場所が決まる。

２２３ （解き方の例１）

・９＋１１＋Ａ＝６＋１２＋７ なので、 Ａ＝５

・１１＋１０＋Ｂ＝９＋６＋８ なので、 Ｂ＝２

たとえば

Ｃ＋９＋１１＋５＝Ｄ＋９＋６＋８＝Ｅ＋５＋１０＋７ なので、

Ｃ＋２５＝Ｄ＋２３＝Ｅ＋２２ になる。

残った数は １，３，４ なので、 Ｃ，Ｄ，Ｅ の数が決まる。

どの線の上の数の （解き方の例２）

合計も ２６ になる。 （１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＋１１＋１２）×２＝１５６

１５６÷６＝２６ 線上の数の合計から計算する。

２２４ （解き方の例１）

空いている丸を Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ として、

それぞれの関係を調べる。

どの線の上の数の合計も ２６ になる。



Ａ＋７＋１２＝Ｅ＋９＋１１ B＋１１＋１０＝F＋８＋１２

Ｅ＋１＝Ａ B＋１＝F

Ａ＋９＋８＝Ｄ＋１１＋１０ Ｂ＋９＋８＝Ｃ＋７＋１２

Ｄ＋４＝Ａ Ｃ＋２＝Ｂ

Ｅ＋７＋１０＝Ｄ＋８＋１２ Ｃ＋９＋１１＝Ｆ＋７＋１０

Ｄ＋３＝Ｅ Ｃ＋３＝Ｆ

組み合わせると になるので、 Ｃ＝１， Ｄ＝２， Ｂ＝３， Ｆ＝４， Ｅ＝５， Ａ＝６

（解き方の例２） （１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＋１１＋１２）×２÷６＝２６

線上の数の合計は２６なので、右図のように２つの数の和が出る。

例えば、９は３＋６か４＋５なので、ＣとＤに１か２を当てはめてみて計算する。

２２5 （問題2・解き方の例）

（問題1） 5 10 15 ① 入る数がかぎられる数を調べる。

（問題2） Ａは、1か2か4 Ｅは、1か2か4

② 3つの道のうちのどれかを調べる。例えば、

（1+Ｂ+Ｃ）×Ｅ＝２８

Ｅに１か２を入れても ２８にはならないので Ｅ＝４

（１＋１＋５）×４ か （１＋５＋１）×４ のどちらか

③ 残りは２と３なので、Ａ＝２， Ｄ＝３

④ 計算してみると、Ｂ＝５， Ｃ＝１

２２６ （問題2・解き方の例）

（問題1） ３ ６ ９ ① 入る数がかぎられる数を調べる。

（問題2） Ａは、1か2か4 Ｄは、1か2か３

② 3つの道のうちのどれかを調べる。例えば、

８＋Ｂ－Ｃ－Ｅ＝１０

Ｂに４以下の数を入れても １０にはならないので

Ｂ＝５

８＋５－１－２ か ８＋５－２－１ のどちらか

③ 残りは３と４なので、Ａ＝４， Ｄ＝３

④ 計算してみると、Ｃ＝２， Ｅ＝１



２２７ （問題2・解き方の例）

（問題1） ２ ３ ４ ・3つの道を ひとつずつ調べる。

（問題2） ・（Ａ＋２）×３÷２＝Ｅ

Ａが１や３だとわり切れない。 Ａが４以上だとＥが

６をこえてしまうので、 Ａ＝２， Ｅ＝６

・（Ｂ－１）×３÷３＝Ｄ

「×３÷３」は元の数になるので、 Ｂ－１＝Ｄ

・（Ｃ－１＋２）÷３÷２＝Ｆ

Ｆの６倍が Ｃ＋１なので、 Ｃ＝５， Ｆ＝１

２２8

（問題1） 25ｃｍ （40+10）÷２＝２５

（問題2） 15ｃｍ （４０－１０）÷２＝１５

↑ 太線が階段２段分の高さになる ↑ 太線がふたりの身重差

※ 妹の身長が３ｍなら、姉の身長は３ｍ１５ｃｍということになります・・・ ！ ！ ？

２２９

（問題1） 2０ｃｍ （１３＋１５＋３２）÷３＝２０

右図で、合計６０ｃｍは階段３段分の高さになる。

（問題２） ＡとＢ ７ｃｍ ２０－１３＝７

ＢとＣ ５ｃｍ ２０－１５＝５

（解き方の例）例えば、Ｃ太郎が１００ｃｍなどと適当な数値を

当てはめると計算しやすい。

２３０ （解き方の例）

・ ６＝１＋２＋３， ７＝１＋２＋４ しかないので、３と４が決まる。

・ ２４＝７＋８＋９ しかない。

その左の三角で、７，８，９のうちのふたつを使って１５になるのは、２０＝７＋８＋５

なので、９と５が決まる。

・ 左図で、Ａには１と２が入る。Ｂには７と８が入る。

中央右の四角が２０になるような組み合わせを考えていくと、２０＝３＋９＋１＋７

が見つかるので、１，２，７，８が決まる。

・ 残ったところが６。


